
参加者の感想 

 

柱１ 経済と環境が調和したまち 

柱２ 誰もがいきいきと生活できる地域共生のまち 

柱３ 安心して子育て・子育ちでき学びを楽しめるまち 

柱４ 快適で安心して暮らせるまち 

柱５ ともに創る次世代につながるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会は、暮らしの疑問を出発点に、君津市の財政状況について継

続した学習と調査を通じて、君津市の実情を知り、市民が君津市

と暮らしのこれからを考えられることを目的としています。 

※知り隊ニュースのバックナンバーは市内８公民館にあります。 

『君津の暮らしを考え隊』（問合せ先：Email kurashitai2022@yahoo.co.jp↓）      Faceｂook↓ 

仲
間
を 

 

募
集
中 

君津市総合計画のもと 

毎年実施計画も作られます 

行政マネジメントの中で行政サービスの

デジタル化を便利と感じている市民の割合

を「令和８年度５０％以上とする」とあり

ますが、４年後に市民の半数以上が便利と

思えるというのは目標として低いのではな

いかと思います 

３０７万６千円 

令和４年度実施計画の柱３の 
施策分野１子育ては、５３事業が掲げられ

予算額もあり税金の使い道が分かります。 

総合計画の中には、「市民・地域・事

業者等が取り組んでいくこと」として

具体的な行動が書かれている 

市民が自主的に思ったことというよ

り市が決めたことで、違和感がある 

市民の行動として、「公民館活動に積

極的に参加するとともに…」とあるが、

山間地域の高齢化にとっては、公民館

に行くことも難しい。社会教育施設の

再整備基本計画に有るように、住民の

近くで事業を実施してほしい 

柱１の「経済と環境の調和」

は、本当にできるのか 

６月にも企業からシアンな

どの有害物質が小糸川に流出

する事故があった 

総合計画は行政の職員と

市民向けだから分厚い？ 

まんべんなくやるのは

無理なのでは？ 

限界集落化を防ぐ対策

に力を入れて欲しい 

総合計画の内容をもっと

市民に知らせるべきでは？ 

「君津市総合計画」は図書館で 

借りられます 

君津の暮らしを考え隊         2022.7 

知り隊ニュース №20 

「私たちの暮らしの今とこれからを考えよう」 

～コロナ禍での君津市の財政を手がかりに～ 

令和４年３月３０日、小糸公民館主催、君津の

暮らしを考え隊企画の講座から。 

仕事にも関係するので、市の

お金のことも学んでいきたい 

コロナ禍でのお金の使われ方を

全然気にしていなかったが、今日

のお話でわかった 

財政は市の家計簿だが、 

出てくる言葉は難しい 

自分は豊かに暮らして

いると思うが、君津市

の財政は、厳しいんだ

とわかった 

自分の暮らしの不便なところが、

市の財政のどこにつながっている

のか知りたい 

税金がどう使われているか

関心無かったが、継続して

学ぶことで分かってきた 

夫が感じていることと違う 

帰ってから話してみたい 

会場とオンライン（Ｚｏｏｍ）の参加者が 

大塚先生の講義で君津市の財政を学び

グループに分かれて 

感想などを話し合いました 

コロナや台風の後始末が収まった後、

どうなっていくんだろう 

地方自治体の運営は 
最少の経費で最大の効果を挙げ、 
規模の適正化を図る（地方自治法） 
 
少子高齢化・人口減少で近い将来、必

要な資金を賄うことができなくなる。 
地域社会の確立・維持を地方自治体に
任せきりにすることはできない。 
住民自らも積極的に関わるべきである 

mailto:kurashitai2022@yahoo.co.jp


 
自治体の財政力を表す指標としては、財政力指数が用いられることが多い。 

 
財政力指数 ＝             （過去３年間の平均） 

 
財政力指数が１を超えている場合には、国からの財政的な補填（地方交付税） 
はない（不交付団体）。１を下回っている場合には、需要額に対する収入額の 
不足分が補填される。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

君津市の財政力指数は１を超えている。→ しかし、安心はできない！ 
 

しかし、いまだ 90％近い水準にあり、値が小さいわけではない。 
財政的には余裕がない状況が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君津市一般会計令和２年度決算について（大塚先生の解説から抜粋） 「君津市総合計画」（Ｒ4.4 策定）の気になるところ 
★定例学習会（2022.5.9）での、大塚先生による「君津市総合計画」の気になる点から抜粋 

国庫支出金（国の補助金）の

増加で急増している 

⇒その分、国が大きな借金を

負っている 

市税は、景気回復のためか 

減らずにすんでいる 

財政力指数が｢１｣を超えている 

財政力指数、経常収支比率については

知り隊ニュース№7に 

令和２年度の総務費、民生費、衛生費、

教育費については、№19に掲載 

Ｈ３０：３３６億 
“こういうところにしたい”目標 

夢を実現するための実施計画が必要 

国の資料に基く人口推計は、73,３0３人 
８年後に実現できるのか 

１．計画の構成と期間 

２．人口フレーム 
３．公共施設マネジメント 

●明るい未来は必要だが、

全てクリアしていく具体的な

計画が必要 

●歳入を増やすのは難しい。 

⇒“歳出を減らす・見直す” 

 夢描く計画に出しにくい 

●歳入は維持し、歳出は減ら

していかないといけない 

４．行財政マネジメント 

①かなり高い水準 

 目標以上の捻出をしないと道路･橋の実現が難しい 

②６年間で急いでやっていく 

 政策として明るいもの描く⇒みんなでやっていく 

 実現するための裏づけが必要 

 

 

面積削減において学校の占める割合は大きい 

“満足度を上げる”ことと両立させて６年間でやる 

数値だけの目標は心配 

つじつま合わせで必要とされる施設も削減されないか 

公共施設の「質」・「量」・「財政負担」の最適化により需要と 

供給が見合った持続可能な公共施設等の管理を目指します 

Ｒ１：３５７億 

Ｒ２：４６９億 

３８億 
４６億 

１４５億 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
君津市の経常収支比率は全国平均よりも低く、低下傾向にはある。 

 
しかし、いまだ 90％近い水準にあり、値が小さいわけではない。 

財政的には余裕がない状況が続いている。 

Ｈ２６以降、下降しているのは 

君津市は、施設の見直しが進んでいるため 

他にも、複数の部署で重複する事業を整理

しているのでは？ 

経常収支比率 90％は 

毎月の給料の 90％を生活費に使い、

家の改築の余力は無い状態 

基準財政収入額 

基準財政需要額 

このころは 
余力があった 

財政力指数を求める計算式の数値は、 

実際使っている金額ではない｢基準額｣ 
日本全国どこに住んでいても同じような

行政サービスを受けるために予測される

金額（人口、面積、学校数などが基準） 

財政力指数がかろうじて「１」を超える

状態は、国からの普通交付税が交付さ

れず、自前の収入だけで運営するため

財政上は厳しい状態である 

２．財政力指数 

君津市の財政力指数 

１．君津市における歳入の変化 

３．君津市の経常収支比率 


